
社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会  

作業班における検討状況について  

持相木七ついて、  業班における   

往工雄即章カード（仮称）〟ノ基本的な構想にl某卜j‾る鮎－，一．1‡二   しノ 作業机において「土、「   

（以卜、本文中では「裡て1こrl‡二」という）」に掲げられた．さ論点に関して、  

（j〕カードをどL／りこうに発子r・交イ、Jするか   

② 発了1∴交イ、J‾されたカーードをど〝）ように利川するか   

という2／J〝）≠項にノ〕いて、美務的な検－りを子」二／ってきたところである．ノ   

0 第7回検．㌻、J▲ニミ（4Jj22＝併＝程）では、し址ェ（カードをどのように発行・   

交イ、J－するか）についての作業班での楓㌻、相子果を報㍗し、御議．論いただいた。  

【前回作業班報告のポイント】   

・か一ド〃）発子J一▲巨体をJ■ノニ′巨け働人け二、カードの交イ、トト体をl冊町村と盤走。  

・カーート、〃〕ICチップに収録する「本人を特定する鍵となる悍川山 は、立上ユ   

たり、「案1；制度共通抑続 イlく」な香り一」又は「案2 カー一ドの識別「」を   

伏木として楓㌻、j▲J   

また、こ〝）2′射こよらないノノ策として1）KIl（竜川（」な鎚ペア及び証l甘苦）   

の什組みを川いるノノ法も検，‡寸。  

しう‾J2点〟）仮定を；肯し、た卜で、カーードの発子J＝・交付フローとして＝′＝けフ   

tト→（侶牛畔等、隼企・医療・介護の3制度のいずれ／かに初めて加入する  
首にカーードを交付する状態）と切情畔フロー（すでにづ己了」二されている保険   

，さ】1三勺羊を切り換えていく週捏）を楓丑  

1】）KI（1）11l）1i（・K（、）′I山一t・こl油111（・tll什：公開軸認証北盤）とは、公開根暗り一ん▲J・しに基づく電㍍乱品の技  

術力盈L ユリ有杓に＝、甘来観による暗［J・化（′－にJ′－一群γ－）、公開春眠こ上る復ぺ一化、公聞鍵の電了一甜け－  

rl‡を組み合わせて、ヰこ人∫卜′け）催一書一書や文王i押）改ざんゾ）千了‘プ蝋／）検知を＝う妄）（ハ   



○ 今卜れ 作業班において行った上二．記②（発行・交付されたカードをどのょうに  

利用するか）  に関する検討結果について、 以下の項l1のとおり整fり！し、報Hす  

（l）I吏療機関におけるカードの利川   

（ヨ オンラインによる医療保険資格の碓認方法   

② 医療保険賀イ糾ー－絹iのレセプトヘの自動転記   

（2）カードが利川できない状況下や現行の被保険ネ証等からカードヘ〝）  

移行期l7りの対応   

（3）隼金・介護保険の資格確認方法   

（4）隼金記録等の情報閲覧の方法   

（5）属性、保険者変更時の手続等   
① 属性、保険者‾変更時の手続   

② カード紛失時、破損時の対応力法   

③ カードの更新方法   

（6）保険者川の情紬連携の仕組み   

（7）ICチップが桝載されている媒体の利用   



【今回の検討での仮定】  

なお、ノ沖車叫1て業別における椀－りにおいては、プライバシーはパ、情剛≠ 一  

元的符理に丈卜す一ろ不′友州車ノ川伸一jされな仕組みとする繊情か了J、さLあたり 

以卜Lノ川ム王を骨㍑、て検．i、Jを7」二／つた   

l－－一－－－一－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾－ 「  

l  

（′† カ′ドぴ）ICチッソには、囲舶来険の賢格情印そのも〝）や隼仝記録等の「llf  

： 裡そのも州土収鎚亘れていないし〕（Ⅰ〔ニチップには、「本人を牛十王する鍵と  

； なる†甜ま」が収録されており、これを川いてDB写にアクセスすることを   

想、定。）   

（裳 二か一ド〝）狛l′】iには、匠娠機関の窓＝写において取畑違えが起ニ〔〕な！、よ  

うに－1j‾るため、最小限、代名、／＝ト＝＝が月′トされているJ  

笠・オンラインによる保険賢格明確認については、医癖機関等と各保険昔の   

糊で医瞭機伐聞からの甜糾恥‡忽の要求を中継する機能を持つDB（以卜▲、本   

文中では「小継DB」という）にアクセスすることで子j二うむのとする（」  

ニの中継DBは、最小限、  

本人を特定する腱となる†一日li（本人．乱川、†lf報）  

糾刷炬ノ）被保険者香り彗（各種の公費「用川串原も対象とする陽合には、  

それぞれの公理真打者番ぺ、公費相川ウ三才敵受糸合／音香り一）   

′て享を保イl▲するり  

l  

〔¢カート、のl（ニチップに収肘一る「本人を判▲＝定する鍵となる情報」をカード： l   
の券l妬こ記載した場合、制度・木人の意図しないところで名′＃一別こ使われる：  

「本人を特定する鍵となる情報」はセキュリテ：  などのリスクがl‡二7iまるため、   

できる限り姻運用：  †に優れたICチップ内にのみ収録し、  

とする 

・l り   



2 医療機関におけるカードの利用について  

医療機関等に  
第2キ〔の議論は、全ての利川者がカードを保イ】■しており、かつ、  

した環境が整備されていることをI祢堤に行ったものである。  おいてもカードに対応   

カードが利川できない状況卜や、現行の被保険者証等からカードヘの移行期間に  

おける対届こついては第こう章において述べる。   

（1）オンラインによる医療保険資格の確認方法   

○ 榔モ津沖、「医療保険に関連する現状と課題」として、  

レセプトヘの贅格情報の転記ミス、医療保険の未力け人状態での受診や資格喪  

失彼の受診等により、保険者・医療機関・審査支払機l榔こ医療費請求における  

過誤調整事凝が発／上している。   

とされている。  

このノ拓こついて、l吏療機関窓‡二二lでカードのICチップを読み似り、保険者の資   

格情報のデータベースにオンラインでアクセスし、即時資格確認を行うことで、  

手続の漏れによる医療保険に未劫1入の状態や二重劫I入の状態の発／とを容易  

に把捉することが吋能になる。  

医療機l渕の窓しlでオンラインによる即時資格確認が可能となり、医娠保険  

の資格喪失状態であることがその場で分かるため、保険者・医療機関・審査支  

払機l業Jにおける医療費の過誤調整事：務が減少する。   

とされている。  

※ オンラインによる医療保険資格の確認とは、本文においては、医痩機関  

の端末から医療保険資イ糾椚田こオンラインでアクセスし、医療機関の端末  

耐面卜に当該情報を表示させ、医療機関職員が確認する行為を言う。   

（図りオンラインによる医療保険資格の確認方法のイメージ   



（二〕け三肘力＝攻賢格Lリオンライン確認ノノナノこについては、科＝虹性、コスト、l軒久件、   

美た、匠柚矧緋二おけるオンライン炭坑照雄紳）′夫Jルり▲能件写犠々な硯ノー1－二かL、」沼i   

た「トべき要件を整理すろ必、要二があるが、作業肛二おいて「L 巨にセキュリティ   

〃）観点から、以卜〃）こう／〕〝）l要イ′卜を幣理し∴た  
なお、プライバシーーの保護の観山から、カードを性わず、医瞭構張け描，；人か   

L：〕本人椎認情用を人ノノ〆rj‾ろこと′芳の手f貨を川いてメ∵／ラインで捌糾1㍍怠を了J二う   

ことはしノないことをIl刷上とした  

巨要件】  

（主〕Ⅰ上しいカードが、直しノい持参者に。Lって利川されることが打保できること  

一之）Ⅰ仁しいで汗糾－1川まが確認できること  

（却 悪意のある／片やイくⅠ仁な機旧か〔〕の攻撃や、情報湘洩ノ榊）lトニはに対応できる   

こと  

（〕 二の■熟什を満たナノノ‘はとLては、次〝）ような車）のが考え〔Jれる。   

（参照：参考質料1）  

（け11上しい持参ネであるこトル確認  （成りすまし受．診でないかどう  かの確   

逮L  

持参昔が人力した‖轟I滴り一（PIN二）を照合するノノ法  

・持参骨の指敬や働頗常雄／日付、J川、iに上る照合を行うノノ法  

写が考え〔Jれるし、  

しかしなが「〕、 lウミ癖機関の窓tlで卜．己のノノ法に上り持参者・の確認を行うこ  

とは、  

救急医頼の場合等、照合できないことがあること   

′受仙こ‖州jがかかり窓Il業務に支障を火たす可船性があること  

暗証蕎ぺ一（PIN）の場合は忘れてしまう可能照があること  

′日本「榊iによる照合は本人を不 一致としてしまうト1J▲能件があること、ハ   

ンディキャップを持つノノヘの対応が）jり途必要となること  

等から、現／L 医療機俣「ぐ実施している本人確認以卜の措置は困難であると  

考えられる∫  

（け¶2  Ⅰ上しいカードであること〃）確認  （偽造されたカーードでないかどうかの   

盤超L   

カード券面の偽造については、ホログラム等（ノ）特殊劫圧を行い、不Ⅰ仁  

別川を防直するノブ▲はが考えられる。  

Ⅰ（ニチップの偽造については、匠糎閲卦ルか一ド読み取り端珠が、カーーード  
がl仁、1うなもぴ）かどうかを碓認することにより／ト直利川を「妨汗」一るノノ法が考  

えられるし，  

ICチッソ（ノ叫－の情灘好）偽造については、ノ「一拍之に電イ▲’洋才，を付しておき、  

これを確詔H、ることにより、イ㍉巨利川を防1卜するノブ法が考えられる。  
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② けこしい資格情報が確認できること   

真樹、ノ摘まを管即している保険ネのデータベースが何ネかによって、不正  

にアクセスされることや不1仁に若き換えられることについては、情報の登  

鎚・史新などのl仁サト′とを確保する方‾法、アクセスできる医療機関の端末を  

・い継t）Ⅰうが確認する方法、アクセスした履歴を一定期間保存しておく方法  

などの力‾法が考えられる。  

③ 悪意のある者や不」トな機器からの攻撃や† 、 ㍍阻漏洩等の事故に対応でき  るこ  

上 ＿  
カードにイ1Ⅰ三にアクセスし、カード内情報が改ざんされることや漏洩す  

ることの防l1二については、カードがlI三！チうな読み放り端末を確認するノノ法等が  

考えられる。   

・ カードから読み目した情報が改ざんされることの検知については、カー  

ド内情報に電子署名を付しておくム法が考えられる。  

カードから読み糾した情報が満洩することについては、暗ひ化する方法  

が考えられる。  

カード読み放り端末がウイルスに汚梁されること等により情報が漏洩す  

ることについては、上記対策に加え、ウイルス対策ソフトの導入、セキュ  

リティパッチの適用等の方法が考えられる。   

○ なお、Ⅰノ）KI（竜川勺な鍵ペア及び証明書）の什組みを用いて資格確認を行   

う場合、 l二述したセキュリティ対策のうち、  

・①－2については、証明書には発行者による電子署名が含まれるため、追加  

のICチップの巾の情報の偽造対策は不要となる  

・（∋については、カ山ド内情報の改ざんは笛千若名の検証によって検知される   

といったメリットがある。  

○ これらの対第を講じた上での残余リスクや課題に対して、誰がどのように対   

処するかが今後の検討課題であり、費用対効果の観点も含めて、これらを総合   

的に考慮して資格確認方法を決定する必要がある。   

○ また、技術的な課題の他に、資格取得届が提押されてから、その内容が各保   

険者のDB等に入力されるまでのタイムラグなど、カードを導入したことによ   

り新たに発／生する運用面での課題や留意すべきノ亡くもあることから、このような   

点について今後更に検討する必要がある。  

1詔   



（2）匿痴保険賢楕朝刊匪レセプト＼の＝動転fi‾山ニ／ついて  

〔コ【村村射和渕㈲、ノ用材）レセフトノ＼山＝動恒記に1いては、裡H告において、  

賢格悍描けルセソトヘ〔川′l軌転記に上り、レセプトヘの恒．手」ミスに上ろ医癖  
澤の週㍍胡照車操がなくなる   

という効果があろもれとされており、、巨りklHイト（川の医療保険被保険有明灘   

碓ぷ沌緑、J▲会（ノ十′卜川助抑某日則．∫ユ）1一女り、吏ことめによれば、隼問約！）0（）ノノ刊二発′卜  

IJている返扉レセプトぴ〕うち、約4ノ削が、1項鯨抜闇・粟ノ．ぅにおいて、被保険者   

‖l刷用肘）レセプトヘの転．…▲Jミスによる≠）のであるとされている〕   

〔〕／「車l、作業J狛こおいては、以卜〃〕せイ′卜を満たすよう、世相閑紆糾糾一日紳）レ   

セプトヘの【′‡動恒記の什射みについて検討を行ったこ〕（参照：参考賢料2）   

ニ叫1二糾みが機能するためには、さ「）に次の条件を満たす必・要があり、引き  

続き、これ〔）〝）ノ・1t二について、傾．子、Jせ進♂）る必要がある。  

医瞭機関の窓＝業務に支障を火さない速度で、レセプト転．訂情報をダウン   

ロー→ドできる上うにすること（牛引こ、J川“＝の′＝前車には、外火患首が集中す  

る傾向があることか仁」、二の叫帖仰押）窓＝業務に支障を来さないようにする必   

要がある。ユ）  

打保険署肌レセプト転記情報≠フ」－－・一マットに関するルールを設定するこ   

と  

〔－〕なお、オンラインによる脚射某険資格の碓ぶと医疲保険賢酢「綱紀）レセプト   

ヘ甘汗l軌転－；‾Lを美≠H‾るためには、以卜叫出に、保険者、医暁機関のシステム   

■整備い改修、安仝なネットワ」一クの構築等にかかる費川等の課題が存在するこ   
とから、ニの点に／〕いても、／ナ後、帆テ、ける必要がある。  
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3 カードが利用できない状況下や、現行の被保険者証等からカードへの移行期問   

の対応について  

○ ニれまで、全ての利川者がカードを保有しており、かつ、医療機関等におい   

てもカードに対応した環境が整捕捲れていることを前提として、カードの利川   

場油＝二ついて検－りを行ってきたところであるが、  

全ての利川音にカードが交付されるまでには一定の期間を要すること  

・ 全ての‡矢療機関に、カードに対応した環境が整備されるまでには一定の期  

間を要すること   

から、移行期削が存／I三する。  

○ したがって、現行の被保険者証とカードが併存する移行畑‖閏、カードに対応   

した環境が整備されている医療機関等とそうでないl矢療機関等が併存する移才f   

期間における対処方法についての検討が必要となる。   

○ また、全ての環境が整った後であっても、停電やネットワークのトラブル、  
カードの破損等により、  一時的にカードが使川できない状況や、  訪描J看護や往  
訪問診痺 診、の場合にはカードが使川できないこ   と等も想定される。  

○ 作業上附こおいては、このような移行期l田及びカードが使川できない状況下で   

の対応方法について検討を行った。（参照：参考資料4）  

（オンラインによる医療保険贋格の確認・レセプトへの自動転記について）  

○ 医療機関においては、トラブルによりカードが使川できない場合等であって   

も、何らかの形で資格確認とレセプトの作成を行わなければならず、少なくと   

も、現行の健康保険証と同等の運用が継続できる必要がある。  

また、カードに対応した環境が整備されていない医療機関の場合や往診、訪   

問診療、訪問看護の場合も同様である。  

これらのことを考えると、例えば、以Fの①及び②の場合には、下記のいず   

れか（又はその組み合わせ）での対応が考えられる。  

① カードの故障、破損等によりICチップ内の情報の読み取りができない場  

・医療保険の資格情報を記載した別紙を交付しておく。   

・カード券面（裏面を含む。）に、本人を識別し、資格確認やレセプト請求が  

可能な情報を記載しておく。  

② カードに対応した環境が幣備されていない場合（又は、読み取り端末の故   

障やネットワークやシステムが停1上二した場合）   



匠拙射如叫′雄裾潮位一記滅した別紺を交＝しておく 

か一ド赤面（裏面涛イホ｝）に、本人を．制IjL、賢精確．甘やレセプト請求が  

－－描琉≠潮せ．王城Lて紅く′J  

批ル揖詰Tの鵜情㍊木でカードを，‡11己（7州立り、捌銅板どを子」∴う 

ドが仙川できない状況においてそ）、現行の  以トリ〕ニとかし二」、移右二期削やカ｝   √1  

保闇げ材糾、I川iを記載した別紙を  を糾続するため には、   保険署ルとl■り′阜ハ運川  

に、本人を識別し、貯櫓確認やレ  か－ドみ油（裏面を含む。）  交†、卜j一ることぺ〕、  

報を．訂搬しておくといった描躍が必要となると考えられ  セブト．子一書i求がl－」▲能な情  

一、－  

しかしながL二J、別紙を交付することは交付卜体の宰務が椚えるとともに、利  

川／狛ま抑こカーードと別紙を携帯しなければならないため、利便件を損なうとい  

う而があり、また、カーードに本人．識九州、l量洞泉を．訂陳することについては、仮に、  

制度共通（ノ）統 イlく」な番り一′等を記載する場合には、制度・本人の意lズlしないとこ  

ろで名′狛封二使われるなど〝）リスクが111J；まることになる。  

上って、制度的な対応、抜術挑発による代件f段の確、l／二（携′情′品講等の携  

帯乱項川．川】）も）rTめて、上し肘l勺な対応策を更に検．言‘、ける必要がある＝  

ミ）   



4 年金・介護保険の資格確認方法  

○ 社会保険♯務所での隼金資格確認については、医療保険と同様の仕組みで行   

うこととなる。   

○ 介言酎某険の資格確認については、現在の介護保険の被保険者許はi三に  

要介護認定時の賢格確認  

ケアプラン作成時の被保険／紆「育種の確認  

（被保険者資格の有無、要介護認定区分、有効期間、限度額、審査会の意見等）  
・介護サービス利用時の被保険者の資格確認   

のために利川されている（参照：参頻劉斗5）。   

○ 医療機関における資格確認と同様、カードの射妬こは氏名、′l三咋ノ＝十のみが印   

字されており、カードのICチップには、介護保険の資格情報そのものは収録され   
ていないと仮定すると、在宅介護においては、医療保険での利用において検討を   
行った「カードの読み取り端末がない場合」に準じ、   

・ カードとは別途発行される紙により資格確認を行う  

・カード券面（裏面を含む。）に、本人を識別し、資格確認やレセプト請求が  

可能な情報を記載しておく。   

・携帯電話等の携ノ肛端末を利川した資格確認を行う   

ことが考えられる。   

○ 卜記の利用方法につき、さらにl封係者の意見を聞きつつ、検討を進めていく必   

要がある。  

1り   



につ←、て、  全記録等の情報閲覧の方法   』5  

し二〕1半金一己録Tの情報閲覧に／〕いて仁王、貼l∴一汁二おいて、ノノご上兄した場合には以卜   

のような効黒があろむのとさわている 

（「往会佃甘か一→ド（仮称）の北本的な構想に関する貼l－’．‡‡二」 上り抜粋）  

（2）隼余に‡札止一「る効り⊥  

甘利川賞‾にと∴「1ハ効果  

什七のハソコン甘か㍍榊、■J÷、安仝かつ簡便に‡rl分の隼金一；〕録を確認する  

ことができ、そ町人ー細こ疑帖が／卜じた場合には、別途、社会保悌丹二務所彗  

に照会す1ニとにより、隼企．ミ◆J紬こ対する疑情が解消される 

・ オンラインでぴ）牛仝の裁定．甘木写、隼余聞係手続が利川しやすい環境に  

なるい  

②車務両での効黒  

ユーーーザlI）・ハスワーード認証ノカぺによりイト金一チ］録を提供することについ  

、、 ユーザlI）・パスワーード発了J‾写の－j；二携イⅧLが軽減される 

（3）匿妬保険に閑適する効果  

ロ〕利川音にとっての効黒  

【γ小川勅聴情報（レセプトや特定雌診結果等）の確認を′友仝にオンライ  

ンでできるl上うになる〔＝｝   

（∠1）介．酎榔剣二関連する効果  

〔享〕利川抑ことっての効果  

【′Ⅰ分〝）介一護サービスの脚l」に係る情報をオンラインで確認できるように  

なる、）  

（5）その他の効果  

0〕利用昔にとっての効果  

子j二政機関へ（川申諸について、窓＝申請ではなぐ一志川‡．‡－1カミ子J二いやすくな  

－′     イ⊃（〕  

（例）健康保険任意継続被保険者資格取得申請等、社会保障分野の各種届出・  

小．さ†－i  

○ 本文において、隼金．チL録乍i‡のJ「■用洞慣とは、H宅等の㍊末からオンラインで   

保険署DBにアクセスし、ド†分の一「l暮f裡を端；末のl帖面上に表ホして確認すること   

及び、㌦刻吉報を取糾することを∴うこ）  

li   



○ 基本的に、隼金記鎚等の情抑脚掛二ついてもオンラインによる医療保険質格   

の確認と甘酢こ、セキュリティの観山から満たすべき酎′巨（参照：参考創斗6）  

保険贅格情報と比べて特に機微な情  があるが、年金記録やレセプト情報等は、   

【√二1宅等の㍊末においてオンラインでの本人確認を経て情幸lま隈慌  糀であるため、   

（PIN）の人ノブによるtI三三jlなカード所持者である  を‖j‾能とするならば、暗証番号   

ことの確認を踏まえることが望ましい。   

ノノ、既存の仕組みを故人限に括川し、費川対効果に優れた什組みとする観  

点から、ネットワークトでの厳格な本人確認の什組みとしては、現れ 電川］  
して認められている公的個人認  請において安全性とイ．津用件が確保された方法と   

証サービスの電子証明書を川いる方法等を検討する必要があると考えられる。  

○ また、利用ネが情報閲覧を行うとき、情報の柿矧こより、年金保険者、医療   

保険者、介護保険者に個別に直接アクセスすることは、  

・ 利川者にとっては不便であるこ と  

閲覧川データベースであっても、保険者のデータベースに直接、仙人がア   

クセスすることはセキュリティトの脅威を増大させる可能性があること   

等から望ましくなく、利用者と各保険者の間に、例えば、中継Ⅰ〕Ⅰうの機能を利  

用することで、利用者の閲覧要求をq1継する機能を持っ仕組み（ここでは、差  

し‡1］たり、「社会保障ポータル」（仮称）とする。）が必要であると考えられる。  

この社会保障ポータル（仮称）を活用して、保険者からの情報提供等が行わ   

れることとなれば、利川者の利便件はより向卜すると考えられる。  

なお、提供情報の具体的な内容については、利川者の利便性、提供情報の機   

源作を考慮し、今後検討していくこととする。   

（図2）年金記録等の情報閲覧の仕組みのイメージ  

12  

1r †，】   



（か「ドが利川できない状況卜や、J‥兄行の被保険署証彗からか一ドノ＼の移行期≠匪  

対応）   

隼余．鵡1し′阜ル情報閲覧に∴いては、 オンラインによる【¢頗保険紆格の確認や   

レセプトの＝動転．i▲Jと㌧一石なり、一‖川（」にカー→ドが仙川できない状況う、i‡において、   

何とLて呈）そ〃〕場でけう必要があろと は考えにくい  

したか／ノこ、例えば、ネットワ山ク坑摘■こが州糾、‾る〃）を待ってか〔〕子J∴〕、什   

会保険斗二務所写に設障する情報㍊来かけ情報を閲覧 する等のノノ法で対処できる   

車〉〃）と考えられろ、」   

口 なお、、－1然に、情報閲覧の什刺カを実現するためには、l常用を＝す糾某険者   

げ）環境幣備（閲覧川デ⊥夕べースの幣備∴「吊姉川標準化・可醐ヒ等）が必要で   

ある。  

また、レセプトのりトレ」こに／〕いては、規子冊」度〝）卜では井関ホとなるレセフト   

もあることか「〕、川肘‡勺な聞ホの什組みについて、ノ㌣後、検討が必要であるt′  

1二■；   



6 属性変更時等の手続について  

○ 今回、作業別では、  

（手 属牲、保険者変更時の手続   

② カード紛失哨、搬掛けの対応止一は   

③ カードの更新方法   

等の串務について検討を行った。（参照：参考賢料7）  

検討に当たっての前提については、これまで述べたものに力‖え、カードの交   

付t休である市町一村にはカード読み取り端末があり、中継DBにアクセスでき   

るものとして検討を行った。  

○ これらの事務のうち、特に医療保険者変更畔の手続については、   

①‡l】保険者の発行する資格喪失通知（旧医療保険者の保険昔番～‡、本人と被   

扶養者の被保険者記号番片を記載したもの：現在はない）を用いる案   

② あらかじめ、本人に本人識別情報を通知しておき、これを利用して手続を  
行う案   

③ 券面にカードの発行年ノ＝］時分秒（タイムスタンプ）を記載し、これと氏  

名・生年月日を組み合わせて川い、手続を行う案   

④ 基本4情報（住民柴との4情報）で手続を行う案   

の4案について検討を行ったが、それぞれにつき、  

①については、旧保険者が資格喪失通知を発行するという新たな軒務が発生   

する点、資格喪失通知を新保険者に提出することで前の保険者を知られること   

になるので、望まない者にとっては前の職場を推察されるという不利益をもた   

らす点について留意が必要である。   

②については、人が知覚できる形式で本人識別情袖を用いる場合には、制度・   

本人の意図しないところで名寄せに使われるなどのリスクが高まるおそれがあ   

る。   

③については、タイムスタンプは氏名・生年月日と組み合わせることで、制   
度共通の統一的な番号等とほぼ同等の精度で本人を特定することが可能になる   

が、タイムスタンプのみでは、同一のものが存在する可能性があることから、   

本人を ▲意に特定することはできないものである。   

なお、この場合、中継Ⅰ〕引こは氏名、生年月日が必要となる。   

④については、同姓同名同住所の例や外字の用い方による不突合が発生する   

吋能性がある。なお、この場合、中継ー）Ⅰうには基本4情報が必要となる。  

といった留意点があることから、これらを踏まえつつ、どのような仕組みとす   

るか、検討する必要がある。  

14   



［ラニ頂  険者問の情報連  

†侶†∴Ilては、「牛仝・医癖・介護祢制疫にぺたがる現≠と一肌臥 として、   

符制痩、祢保陳首て力【卜入賞▲を管理しており、糾度ヤ保険ネをまたがって、   

個人を同定す1二とが困難であろため、fji二拾調照1Hこ多くの車粛汗汀】．が発／卜   

しノている 

とで ヒされており、 ニソ）点に／っいて、カーードを専人するこ、   

制度や†某l恥骨を吏たがった場合でヰ、仙人を同定「ナ‾ることができるので、   

制皮l仙川井給調整写の－lミニ務須捏が畔減される 

とされているノ  

r ノ  

（二〕現在、併給調整を行うに、11たっては、各保険甘は加入首木人に対し、他据Iiり   

度での給付内容写に関する添付吉顆や明≠を求めたり、氏㌢一等の情袖をノ亡に他   

〃）保険芹等にノー払甘で問い合わせ▲たりする車務等が発牛し、加入甘木人にも保険   

狛二行不快が／卜じている。また、弄．1i某「lく」に、本来もらえるはずの給イ、j・金がもら   

えなか／ノ）たり、払わなければならない＝二ずり）保険料（納イ、J▲金）が払われなかっ   

たりする小二例が発／卜しているu  

（⊃ 作業別でけ、こうしたfj持合朋整骨二務を、卜述抑闇米「）lうを仕った保険者問の  

IIH壮連携に上り′友仝に軽減する以卜のような什糾みに／〕いて検討を子J二った。つ  

そ（川㌢，ミ、中継1）l持主被保険肯の賢格・給付情報竿を保イJ▲せず、各保険昔は、   

木人識別情辛Ii、他の保険首の管理する被保険首番号を保イJせずに、保険者一問を   

またがった力廿人音の特定を行う什組みを検討した（ノ（参照：参考質料S）  

↑後、このような仕組みを実現するに、11たっての．課越合字も踏まえ、廿体的な   

什糾みを更に検．テ、†する必要がある。  

（囲3）保険者問の情報連携の仕組みの例  中継DBは氏名と介護保険被保険者番号を  
基に、当該被保険者が   
・再守か長瞼捌鼠し乙，いること  
すや燕用ぃ小藩楳隈章一キミ  

を抽出  
く ）三↓す・ナ：－さ軽彷採ぶけHいバイ損行来し雄トン  

中継DB  

氏名  
本人識別情報  
介護保険被保険者番号  
医療保険被保険者番号  
基礎年会番号  

l’1，1漬一帯づ・－√，】＿ビ圭l   もl   

．l，1ト音蒋楳購り㌧小目音ホ ■－ニて  

を送信  
しい  

暗号化された医療保険  
被保険者番号を公開鍵で  
復号できることによリ   

．・・●・▲・・ニ■  

A介護保険者は  
l rt rjヱ  
フ キト射須料紙探桂㌫キト…  

を中継DBに送信  

、ゴ1を車云送することに  

よリB医療保険者に  

当該者の情季長を照会  

l 申終し訂iかじ」）1il／．、し  

問い合わせぐあそ－こモ  

を確認し、医療保険被保険者  

番号を基に、  
2，当該被保険壱のノ．キ控  
惰鶉巨拾け指灘  

を喜由出   

A介護保険者  B医療保険者  

氏名  
介護保検被保検者番号  
資格情報  
給付情報  

氏名  
医療保険被保険者番号  
資格情報  
給付情報  

当該者に関する情報を  

A介護保険者に回答  

川  



8 ICチップが搭載されている媒体の利用  

○ 今回、作業班においては、  

・金融機関により発行されたカード等の既に民問で発行されているICカー  

ドを媒体として利川できるか  

・既帯電話を媒体として利川できるか   

′こ引こついて車）検討を行った。   

○ これらの媒体を利用することは技術的に叶能と考えられるものの、  

媒体の提供主体ごとに媒体管即のシステムが異なり、サービスの相ノーニ越川  

怖が確保されていない。   

・携ノ甘電話等については、現在の手続を前提とした場合、媒休と本人との結  

びつきの厳格さに欠ける。  

（例：他人に成りすまして携帯電話を購入している場合）  

一般的に民間カードにおいては、カード発行者がカード所有者となってお  

り、利用者の状況によっては、カード発行者がカードを回収する等の場合が  

ある。この時、社会保障サービスを受けられなくなることが考えられる。  

等の問題点があり 、今後、更に検討が必要である。  

○ また、現在「仰ー一付から交付されているT Cカードである住民基本千川痕カード   

の利川についても、既存のカードや「‖町村が有するカードの発行基盤を利川す   

ることで費川対効果に優れた什組みとすることができると考えられることから、   

今後更に検討を進めていく必要があるが、その際には、現在の仕組みを前提と   

すると、   

・rf仰‾付をまたがる住所要項の際には住基カードの再発行が必要となること   

・住其カードは希望者に交付することになっていること   

・現在の住基カードは自治事務として市町村良が発行責任者■となっていること  

等に留意する必要がある。  

lG   



社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会 作業班開催結果  

【第1回】～【第6回】  

（略・第7回検討会（4月22日開催）において報告）  

【第7回】   

日時：平成20年4月23日（水）16時～18時  

【第8回】   

日時：平成20年5月16日（金）10時～12時  

【第9回】   

日時：平成20年5月22日（木）10時～12時  

【第10回】   

日時：平成20年5月27日（火）17時～19時  

【第11回】   

日時：平成20年6月3日（火）  10時～12時  

【第12回】   

日時：平成20年6月11日（水）10時～12時  

○ カードの発行・交付分科会  

【第1回】  

日時：平成20年6月24日（火）16時～18時   



〔作業班構成員〕（敬称略 50音順）  

※ 卜鰍〕‖乙成2（）隼4ノj（第7回）以降に追ノ州された切目  

ノ、ノ  ータニニ卜し  

御魚谷 武  保鯉・医痴・福祉情報セキュアネットワーク躾盤普及促  

コンソーシアム（lIドASNI二1、）甘務局次長   

根出封某険組合連合会r T推進部専任部長   
t 

号 

うーノノ  ゆさγ井／J  

行満  社川法人仁‡本薬剤師会医薬・保険課課長補佐   

≧‥／） r）へJ  

小松 文r・  独＼■／二行政法人情報処fl蛸巨進機構（lPA）  

情報セキュリティ分析ラボラトリー長   

保健lクミ療福祉情報システムⅠ二業界（JA‖IS）  

l矢療ソフトウェア安全性検討プロジェクト委員長   

千一代仰天I束艮生活部総／含窓「】課長  

rLし′ノつJノ） あきひて  

橋詰 明英  

圧ミニし  E㌧J｝ノき  

細越1I三明  
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松本 明生  横須賀「ト企画調整部情報政策課長  
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谷内田 益義  保健医療福祉情報システムl二業界（JAIIIS）  

ICカードシステム専門委員会専門委員長   

社団法人【三l本医師会総合政策研究機構二i三任研究員  
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山本 隆一  東京人学人学院情幸臣苧環准教授  
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社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会 委員  

（平成20年7月10日現在 敬称略 50音順）  

健康保険組合連合会理事  池上 秀樹  

日本歯科医師会常務理事  稲垣 明弘  

日本薬剤師会常務理事  岩月  進  

東京大学大学院医学系研究科教授  大江 和彦  

東京工業大学大学院理工学研究科教授  座長 大山 永昭  

三鷹市企画部ユビキタスーコミュニティ  

推進担当部長  

後藤 省二  

慶應義塾大学経済学部経済学科教授  駒村 康平  

一橋大学経済研究所教授  高山 憲之  

慶應義塾大学大学院経営管理研究科教授  田中 滋  

N PO法人ささえあい医療人権センター  

COML（コムル）理事長  
辻本 好子  

日本医師会常任理事  中川 俊男  

東京大学法学部教授  樋口 範雄  

一橋大学名誉教授  堀部 政男  

読売新聞東京本社編集委員  南  砂  

東京大学大学院情報学環准教授  山本 隆一  

※ オブザーバー：関係府省   




